
加曽利貝塚は、2017年に特別史跡に指定されました。
しかし、これはゴールではなく、これから未来に向かって、
市民や企業・団体、行政などが協力し、史跡の価値を
確実に守り伝えていくとともに、その魅力を向上し続ける
取組みを進めていく必要があります。
そこで、2019年に史跡のグランドデザイン（全体構想）を
まとめ、将来のあるべき姿を描きました。今後、千葉市では
この将来像の実現を目指し、加曽利貝塚と周辺地域の
一体的な整備と活用を図ってまいります。
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加曽利Ｅ式・Ｂ式土器

縄文土器は、縄目の文様が特徴的だったことから縄文

土器と名づけられました。この土器の文様や形は、地域や

時期によってその特徴が異なります。

1920年代、加曽利貝塚のE地点とB地点から見つかった

特徴的な土器は、当時知られていた土器の中でも特異な

ものだったことから、「加曽利E式」・「加曽利B式」と名付

けられ、その後、関東地方の縄文土器研究にとても大きな

影響を与えました。 加曽利Ｂ式土器加曽利Ｅ式土器
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埋葬された
加曽利貝塚の縄文のイヌ

誕生日:３月２２日

お仕事:こうむいん

加曽利貝塚から見つかる貝2014年７月
加曽利貝塚PR大使に任命

加曽利貝塚の魅力と素
晴らしい縄文スタイル
を色んな場所でみんな
に広めていきます。

史跡発掘・保存の歴史

これからの加曽利貝塚

1907東京人類学会調査

1922地形測量調査
1924 E地点発掘（東京大学）

Ｅ地点の発掘(1924) 武田宗久氏 南貝塚の大発掘(1964)

1962北貝塚発掘
(武田宗久氏と有志）

1964北貝塚の保存

1964南貝塚発掘
(早稲田・慶応・明治大学ほか）

1966南貝塚の保存・博物館開館

特別史跡指定（2017）と史跡整備のための発掘

1970北貝塚が国史跡に指定
1977南貝塚が追加指定

2017特別史跡に指定

2017～史跡整備のための発掘

コンセプト 「本物を感じる体験型学習観光施設」

加曽利貝塚 グランドデザイン詳細は…

開館時間 9:00～17：00
（最終入館16:30)

入館料 無料

駐車場 80台

休館日 月曜日（祝日開館・翌日休館）
年末年始（12/29～1/3）
詳細はHPをご確認ください

京成バス
JR千葉駅東口⑨番のりば
千02「御成台車庫」行
つ02「都賀駅」行

「桜木町」
バス停下車

約17分 約15分

「桜木」
駅下車

約18分 約15分

千葉都市モノレール
「千葉駅」千城台方面行

京葉道路下り 貝塚IC
京葉道路上り 松ヶ丘IC

約7分

約12分博物館HPはこちらのQRコードから


	スライド 2

